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戦　評

浦和学院のスローオフから始まった決勝戦。両校激しい攻防戦の末、浦和学院6番石井
が先制点を決める。浦和実業は準決勝戦での１－５ディフェンスを継続。試合序盤から選
手同士の接触が激しく、熱い展開となり、浦和実業1回目のタイムアウト時は７－７の同点
であった。中を厚く守る浦和実業はスカイプレーや一瞬できたDFの間を見逃すことなく矢
を射るような攻撃を展開する。対して浦和学院は中での展開に苦しむ場面が多く見られ
たが、5番平岡と9番大久保のサイドシュートが安定性を保っており、2点リードで前半を終
える。後半の先制点は浦和学院。攻撃のリズムが作られ開始６分で６点を決める展開と
なった。ラインの高い1線DFを継続している浦和学院は、ここで決め切りたい攻撃側を向
かい入れるかのように浦和学院1番久保形が阻止し続け、得点を量産していく。このまま
浦和学院が流れを持っていくかと思われたが、浦和実業1番小林の好セーブ、9番小山の
体格差を感じさせない体を張ったプレーから、着々と得点を重ねていく。猛攻が繰り広げ
られる中、終始浦和学院の攻撃を苦戦させた浦和実業だったが点差を埋めきることはで
きず３２－２７で浦和学院が勝利をものにした。
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